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■ 調査概要 

この市民意識調査は、市民の皆さまの日常の公共施設の利用状況や施設のあり方に対するお考え

などをお聞きし、今後の公共施設再配置の検討に反映させていくために実施しました。 

 

①調査地域  関市全域 

②調査対象  市内に居住する 16 歳以上の市民 2,000 人 

③抽出方法  住民基本台帳による無作為抽出法 

④調査方法  郵送によるアンケート調査 

⑤調査期間  平成２６年８月１５日～８月２９日 

⑥有効回収数（回収率） ８６８票（４３．４％） 

 

■ 回答者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

関市公共施設再配置基本方針及び 

計画の策定に向けた市民意識調査概要版 

「女性」が 56.2%、「男性」が 42.3%と

なっています。 

「50 歳～59 歳」が最も多く、次いで「70

歳以上」「40 歳～49 歳」となっています。 

「富野」が最も多く 11.4%、次いで「桜ヶ

丘」、「下有知」となっています。 

「30 年以上」が 59.3%と最も多く半数以

上を占めています。 



■ 公共施設の利用状況 

� 市役所と観光施設を除き、すべての施設で「利用していない」が半数以上を占めています。

特に、「農林水産施設（集会・研修施設）」や「高齢者施設」では、「利用していない」が 9 割

を超えています。 

� いずれの施設においても、利用していない理由としては「利用する必要がない」が最も多く

なっています。 

� 他市施設の利用に関しては、19.2％が最近１年間に利用したことがあると回答しており、施

設別では「スポーツ・健康施設」や「観光施設」、「土木・公園」などの利用が多くなってい

ます。 

図 公共施設の利用状況 

 

 

  



■ 関市の公共施設の現状や今後のあり方について 

 

 

 

 

 

図 公共施設の「量」についての認識     図 公共施設の「配置」についての認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 今後の公共施設のあり方      図 減らしてもよいと思う施設 

 

 

 

 

公共施設の「量」 

現在の関市の公共施設の「量」について

は、39.4%が「適量」と認識していますが、

「やや多い」29.1%、「多い」21.9%をあわ

せて市民の半数が多いと認識しています。 

公共施設の「配置」 

現在の関市の公共施設の「配置」について

は、「どちらともいえない」が 57.1%と半

数を超えており、「満足」と「不満」の評価

については、評価が分かれています。 

今後の公共施設のあり方と減らしてもよいと思う施設 

� 全ての公共施設を維持していくことが困難な中、関市の公共施設を今後、どのようにしてい

くべきと思いますかと尋ねたところ、「現在ある施設の必要性を検証し、人口や税収の規模

に見合った量まで、統廃合や複合化して削減するべきである」81.0%と、多くの市民が公

共施設の削減・統廃合が適切と考えています。 

� その他の意見として、「旧町村地域には必要」など地域によって考え方が違う意見や、「市職

員等の給与の見直しなどの行政改革を行ってから考えるべき」といった意見、もっと施設を

使いやすくする方がよいといった意見などがありました。 

� 公共施設にかかる費用を減らすために、減らしてもよいと考える施設について尋ねたとこ

ろ、「稼働率や利用者数の少ない施設」と「利用されていない空間を放置している施設」が

49.1%と最も多く、半数近い市民は、利用率が低い施設を減らしてもよいと考えています。 



図 公共施設の「量」についての認識     図 公共施設の「配置」についての認識 

 

 

 

 

 

表 優先的に維持すべき公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共施設を維持するための対策 

 

 

 

公共施設を維持していくための今後の方策 

� 公共施設を維持していくための今後の対策についての認識を尋ねたところ、「利用してい

ない市の土地を売却・賃貸して収入を得る」と「現在ある施設の統廃合や機能の複合化・

多機能化によって施設数を減らす」については、９割近い市民が実施すべきと考えている

ほか、多くの対策で、実施すべき（「積極的に実施すべき」と「どちらかといえば実施すべ

き」の合計）との回答が半数以上を占めています。 

優先的に維持するべきと考える公共施設 

� 今ある公共施設をすべて維持していくことができなくなった場合、優先的に維持するべき

と考える公共施設を、優先するものから順番に５つまで尋ねたところ、回答の中で最も多

かったのは「小学校・中学校」で 83.1%、次いで「市役所」、「医療保健施設」となって

おり、教育、医療、行政機能といった生活に身近な施設の回答が多くなっています。 
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